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は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
五
月
一
九
日
、
静
岡
県
に
お
い
て
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
が
設
立
総
会
を
開
催
し
、
翌
二
〇
日
よ
り
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
生
活
困
窮
者
支
援
は
、
行
政
機
関
や
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
さ
ら
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
担
っ
て
き

た
が
、
十
分
な
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
抜
本
的
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
静
岡
県

に
お
い
て
は
、
労
働
界
も
そ
の
よ
う
な
社
会
課
題
解
決
の
枠
組
み
を
、
他
の
社
会
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
主
体
的
に
構
築
し
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
を
始
め
て
い
て
、
そ
の
成
果
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
設
立
に
結
実
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

静
岡
県
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
一
般
社
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
県
労
福
協
）

と
そ
の
関
連
団
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
（
以
下
、
福
祉
基
金
協
会
）
が
中
心
と
な
り
、
静
岡
県
生
活
協

同
組
合
連
合
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
連
携
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
方
式
に
よ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
は
静
岡
県
の

特
色
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
は
、
筆
者
の
眼
差
し
か
ら
す
れ
ば
、
県
労
福
協
や
福
祉
基
金
協
会
が

こ
れ
ま
で
労
働
界
と
連
携
し
て
進
め
て
き
た
、「
労
働
者
福
祉
運
動
」
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
労
働
者
福
祉
運
動
に
関
し
て
は
、
労
働
界
が
主
体
と
な
り
、
従
来
か
ら
の
取
り
組
み
の
発
展
形
態
と
し
て
、
新
た

な
仕
組
み
作
り
が
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
全
国
的
に
組
織
さ
れ
た
の
が
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
）
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
六
年
二
月
末
時
点
に
お
い
て
、
全
国
四
七
都
道
府
県
の
う
ち
、
東
京
都
を
除
い
て
、

す
べ
て
の
道
府
県
で
Ｌ
Ｓ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
労
働
界
に
お
け
る
「
外
側
に
顔
が
見
え
る
運
動
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
こ
の
Ｌ
Ｓ
Ｃ
で
あ
る
。
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Ｌ
Ｓ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
る
経
緯
と
そ
の
後
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
地
域
的
な
特
性
が
あ
り
、
特
に
労
働
関
係
四
団
体
、
す
な
わ
ち
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
（
以
下
、
連
合
）、
労
働
金
庫
（
以
下
、
労
金
）、
全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
労
済
）、
労

働
者
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
労
福
協
）
の
関
わ
り
方
に
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
連
合
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
し
て
い
る
事
例
も
あ
れ
ば
、

労
福
協
が
中
心
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
筆
者
が
関
わ
っ
た
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」（
以
下
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し

ず
お
か
）
の
場
合
は
、
労
福
協
が
主
導
し
な
が
ら
も
連
合
、
労
金
、
全
労
済
が
連
携
す
る
形
で
設
置
・
運
営
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
労
福
協
と
福
祉
基
金
協
会
が
ま
と
め
役
と
な
り
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
が

設
立
さ
れ
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
一
環
と
し
て
、
生
活
困
窮
者
へ
「
手
の
届
く
活
動
」

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
二
〇
一
三
年
よ
り
検
討
が
始
め
ら
れ
た
。
筆
者
は
、「
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
」
と
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
双
方
に
、
構
想
の
段
階
か
ら
参
加
し
、
そ
の
後
の
設
立
に
も
関
わ
っ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
筆
者
の
「
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
」
や
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
で
の
実
際
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
を
も
と
に
、

そ
の
よ
う
な
組
織
を
労
働
界
が
主
体
と
な
っ
た
「
新
た
な
社
会
的
組
織
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
意
義
や
役
割
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
特

に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立
に
至
っ
た
経
緯
を
整
理
す
る
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
団
体
が
今
後
ど
の
よ
う
な
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
を
考

察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
福
祉
領
域
に
お
け
る
社
会
的
コ
ス
ト
の
担
い
あ
い
（
＝
社
会
的
コ
ス
ト
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
と
い
う

観
点
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
を
予
備
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
試
み
た
い
。
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第
一
章　

静
岡
県
内
に
お
け
る
戦
後
の
労
働
者
福
祉
運
動
の
概
要

労
働
界
が
主
体
と
な
っ
た
「
新
た
な
社
会
組
織
」
を
俯
瞰
す
る
に
あ
た
り
、
戦
後
の
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
の
成
果
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
食
料
を
中
心
と
し
た
生
活
物
資
の
不
足
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
国
民

的
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
一
九
四
九
年
「
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
（
総
同
盟
）」
や
「
日
本
産
業
別
労
働
組

合
会
議
（
産
別
会
議
）」
と
い
っ
た
労
働
団
体
が
中
心
と
な
り
、「
労
務
者
用
物
資
対
策
中
央
連
絡
協
議
会
（
中
央
物
体
協
）」
が
結
成
さ
れ

た（
1
）。

そ
の
後
も
、
労
働
者
福
祉
を
め
ぐ
る
運
動
は
活
発
化
し
、
一
九
五
〇
年
に
は
、
中
央
物
体
協
が
「
労
働
組
合
福
祉
対
策
中
央
協
議
会

（
中
央
福
対
協
）」
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
が
一
九
六
四
年
に
現
在
の
「
労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会
（
中
央
労
福
協
）」
に
名
称
が
改
め

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
静
岡
県
内
に
お
い
て
、
労
働
者
を
中
心
と
し
た
福
祉
活
動
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
メ
ー
デ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
静
岡
県
労
働
会
館
の
建
設
と
労
働
金
庫
の
設
立
」
が
掲
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

同
年
の
総
同
盟
静
岡
県
連
第
五
回
大
会
で
「
静
岡
県
労
働
金
庫
設
立
に
関
す
る
件
」
が
諮
ら
れ
採
択
さ
れ
た（

2
）。

一
九
五
三
年
に
は
、「
信
用

協
同
組
合
静
岡
県
労
働
金
庫
」
本
店
が
全
国
二
五
番
目
の
労
働
金
庫
と
し
て
開
店
し
た
。
そ
し
て
、
翌
五
四
年
に
、
前
年
に
成
立
し
た
労

働
金
庫
法
に
基
づ
き
、「
静
岡
県
労
働
金
庫
」
に
改
組
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
五
三
年
に
は
、
静
岡
県
内
に
お
い
て
も

「
静
岡
県
労
働
者
福
祉
対
策
協
議
会
（
福
対
協
）」
結
成
準
備
会
の
決
定
に
よ
り
、
生
活
物
資
の
斡
旋
事
業
が
開
始
さ
れ
、
組
合
員
の
生
活

改
善
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
っ
た（

3
）。

そ
の
後
、
一
九
五
六
年
に
、「
全
国
労
働
者
共
済
協
議
会
（
労
済
協
）」
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
静
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岡
県
か
ら
も
代
表
者
が
参
加
し
国
の
動
き
を
把
握
。
そ
れ
を
受
け
て
、
翌
五
七
年
に
静
岡
県
内
で
の
対
応
を
関
係
者
で
協
議
し
た（

4
）。

そ
の

結
果
、「
静
岡
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
（
静
岡
労
災
）」
が
設
立
さ
れ
、
静
岡
県
内
に
お
い
て
、
火
災
共
済
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
労
働
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
労
働
者
主
体
の
生
活
協
同
組
合
設
立
に
向
け
て
の
か
じ
取
り
も
な
さ
れ
、
一
九
五
七
年
に

「
静
岡
市
労
働
者
生
活
協
同
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
労
働
者
へ
の
融
資
の
道
を
開
く
た
め
、
労
働
質
庫
事
業
を
開
始
し
た
。
翌
五
八
年
に

は
、「
浜
松
労
働
者
生
活
協
同
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
浜
松
市
に
お
い
て
も
労
働
質
庫
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
事
業
は

労
働
金
庫
に
よ
る
融
資
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
県
内
を
網
羅
す
る
労
働
者
生
活
協
同
組
合
設
立
に
向
け
て
の
運
動
は
さ
ら
に
進
展
し
、
一
九
五
七
年
に
、「
福
対
協
準
備
会
」

が
解
散
し
、「
静
岡
県
労
働
者
生
活
協
同
組
合
（
労
生
協
）」
設
立
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、「
労
生
協
」
の
認
可
に
向
け
て
県
や
国
（
厚
生
省
）

と
折
衝
を
進
め
た
が
、
最
終
的
に
認
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

5
）。

そ
の
た
め
、
県
内
を
三
つ
（
東
部
・
中
部
・
西
部
）
に
分
割
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
生
協
＝
地
域
生
協
を
設
立
し
、
労
生
協
は
三
つ
の
地
域
生
協
を
指
導
・
連
絡
調
整
す
る
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
地
域
生
協
は
、「
遠
州
地
方
勤
労
者
生
活
協
同
組
合
（
遠
州
生
協
）」（
一
九
六
一
年
五
月
設
立
）、「
中

部
地
方
勤
労
者
生
活
協
同
組
合（
中
部
生
協
）」（
一
九
六
一
年
一
二
月
設
立
）、「
東
部
地
方
勤
労
者
生
活
協
同
組
合（
東
部
生
協
）」（
一
九
六
二

年
六
月
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
地
域
生
協
の
相
互
調
整
・
連
絡
と
い
っ
た
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
、
一
九
六
七
年
に
「
静
岡
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
（
県
生
協
連
）」
が
設
立
さ
れ
た（

6
）。

戦
後
日
本
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
活
動
は
労
働
組
合
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
労
金
や
労
済
の
設
立
等
が
な
さ
れ
、
労
働

者
が
自
ら
構
築
す
る
仕
組
み
が
整
い
始
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
一
九
六
四
年
中
央
福
対
協
が
「
労
働
者
福
祉
中
央
協

議
会
（
中
央
労
福
協
）」
へ
名
称
変
更
が
な
さ
れ
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
全
国
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
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て
、
そ
れ
ま
で
全
国
の
各
地
域
に
設
立
さ
れ
て
い
た
「
福
対
協
」
も
名
称
を
「
労
福
協
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
静
岡
県
に
お
い

て
も
、
一
九
六
四
年
に
「
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
県
労
福
協
）」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設
立
の
目
的
は
、「
静
岡
県
下
に
お
け
る

労
働
者
の
福
祉
活
動
を
推
進
し
、
民
主
的
運
営
に
よ
り
関
係
団
体
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
連
絡
、
調
整
を
図
る
と
共
に
、
労
働
者
福
祉
全

般
に
関
す
る
、
啓
蒙
、
教
育
、
宣
伝
を
行
い
労
働
者
の
手
に
よ
る
労
働
者
福
祉
全
体
の
増
進
と
社
会
保
障
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
っ

た（
7
）。

以
後
、
県
労
福
協
は
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
の
中
核
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

静
岡
県
で
は
、
県
労
福
協
の
設
立
後
、
未
組
織
労
働
者
の
生
活
安
定
を
め
ざ
し
、
労
金
利
用
の
道
を
拓
く
た
め
、
一
九
六
五
年
に
「
静

岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会
（
勤
信
協
）」
が
設
立
さ
れ
た
。
勤
信
協
の
設
立
に
よ
り
、
中
小
企
業
で
働
く
「
未
組
織
の
勤
労
者
が
地
区
労

福
協
に
加
入
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
労
働
金
庫
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（

8
）。

そ
し
て
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
の
射
程
は
、
未
組
織
労
働
者
を
も
巻
き
込
ん
だ
仕
組
み
づ
く
り

へ
と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
流
れ
を
受
け
て
、
一
九
七
六
年
に
「
勤
労
者
等
の
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
地
位
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
め
ざ
し
て
、「
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
に
は
、
勤
労
者
等
の
生
活

や
福
祉
に
関
す
る
現
状
分
析
等
を
行
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
果
た
す
べ
く
「
静
岡
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
研
究
所
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

二
〇
〇
六
年
に
労
働
者
福
祉
活
動
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」
が
設
立
さ
れ
、
県
内
に
お
け
る
労

働
組
合
に
加
入
す
る
勤
労
者
、
加
入
し
て
い
な
い
勤
労
者
、
さ
ら
に
は
広
く
市
民
を
も
対
象
と
し
た
相
談
活
動
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
支

援
す
る
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
て
、
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
は
、
様
々
な
福
祉
事
業
団
体
と
そ
の
相
互
の
連
携
を
通

じ
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

9
）。
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（
１
） 

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
公
益
財
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
『
静
岡
県
労
働
者
福
祉
運
動
小
史
（
改
訂
版
）』
二
〇
一
四

年
。
一
三
―
一
五
頁
。

（
２
） 

同
書
、
一
九
頁
。
第
五
回
大
会
で
の
提
案
趣
旨
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
①
吉
田
内
閣
の
デ
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
下
請

け
代
金
が
滞
り
、
賃
金
が
遅
欠
配
し
て
い
る
の
で
、
県
に
対
し
賃
金
遅
配
特
別
融
資
を
要
請
し
五
〇
〇
万
円
融
資
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
②
労
働
組

合
の
闘
争
力
を
強
め
る
に
は
、
組
合
員
の
団
結
と
闘
争
資
金
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
組
合
の
台
所
が
動
揺
し
て
い
た
の
で
は
、
長
期
に
亘
る
闘
争
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
友
誼
組
合
か
ら
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
徹
底
的
に
資
本
と
闘
う
こ
と
が
で
き
る
。
③
組
合
に
は
現
在
闘
争
資
金
、
組

合
預
金
、
共
済
部
積
立
金
な
ど
相
当
多
額
の
資
金
が
あ
る
が
、
主
と
し
て
銀
行
に
預
け
ら
れ
金
融
資
本
を
肥
や
し
て
い
る
。
こ
の
金
を
労
働
者
の
福
利
厚

生
面
に
投
資
で
き
れ
ば
、
実
質
賃
金
の
向
上
に
大
い
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
働
く
者
の
金
を
働
く
者
の
手
に
よ
っ
て
管
理
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
労
働
者
の
生
活
向
上
と
日
本
の
民
主
主
義
の
発
展
の
た
め
に
偉
大
な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
以
上
述
べ
た
通
り
、
労
働
者
間
の
相
互

扶
助
を
通
じ
て
、
団
結
を
強
め
組
合
を
強
化
し
て
、
全
労
働
者
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
は
か
る
目
的
を
も
っ
て
労
働
金
庫
の
設
立
を
提
案
す

る
も
の
で
あ
る
」。
ま
た
、
静
岡
県
労
働
組
合
評
議
会
『
静
岡
県
労
働
運
動
史 

資
料
下
』
一
九
八
一
年
、
七
五
四
―
七
六
〇
頁
。

（
３
） 『
静
岡
県
労
働
者
福
祉
運
動
小
史
（
改
定
版
）』、
二
一
頁
。
準
備
会
で
の
決
定
は
次
の
三
項
目
で
あ
っ
た
。「
①
生
活
物
資
の
斡
旋
を
準
備
会
の
過
程
で
行
い
、

実
績
を
積
み
な
が
ら
結
成
す
る
。
②
運
営
資
金
に
は
物
資
斡
旋
の
手
数
料
を
あ
て
、
会
費
は
徴
収
し
な
い
。
③
当
面
通
勤
用
自
転
車
の
斡
旋
を
行
い
、
購

入
に
際
し
て
は
労
金
を
利
用
す
る
」。

（
４
） 

同
書
、
二
二
頁
。
協
議
の
結
果
、「
わ
れ
わ
れ
の
福
祉
対
策
は
初
期
の
物
資
斡
旋
の
段
階
よ
り
第
２
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
確
認
、
当
面
の
福
祉
対
策
活
動

の
新
し
い
事
業
と
し
て
、
①
火
災
共
済
事
業
、
②
労
働
質
庫
事
業
、
③
物
資
斡
旋
事
業
を
独
立
し
た
組
織
と
し
て
設
立
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。

（
５
） 

同
書
、
二
四
頁
。
認
可
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。「
①
県
単
一
生
協
で
は
地
域
が
大
き
す
ぎ
て
経
営
管
理
が
困
難
で
あ
る
。
②
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県
外
利
用
者
が
多
い
。
③
物
資
斡
旋
は
供
給
事
業
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
④
他
の
生
協
と
競
合
す
る
」。

（
６
） 
同
書
、
八
〇
―
八
五
頁
。
静
岡
県
内
に
お
け
る
戦
後
の
生
協
活
動
は
、
一
九
四
九
年
四
月
に
「
志
太
地
区
学
校
生
活
協
同
組
合
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
以
後
、
学
校
、
企
業
、
地
域
を
中
心
に
設
立
が
進
め
ら
れ
た
が
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
静
岡
県
内
の
生
協
の
解
散
・
再
編
が
な
さ
れ
た
。
現

在
（
二
〇
一
六
年
二
月
）
静
岡
県
生
協
連
に
加
盟
し
て
い
る
生
協
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
生
活
協
同
組
合
ユ
ー
コ
ー
プ
、
静
岡
県
労
働
者
共
済
生
活

協
同
組
合
、
静
岡
大
学
生
活
協
同
組
合
、
ス
ズ
キ
生
活
協
同
組
合
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
、
静
岡
県
教
職
員
生
活
協
同
組
合
、
浜
北
医
療
生
活
協

同
組
合
、
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
静
岡
、
あ
い
ち
生
活
協
同
く
み
あ
い
。

（
７
） 

同
書
、
四
六
頁
。『
静
岡
県
労
働
運
動
史
』
七
六
〇
―
七
七
一
頁
。

（
８
） 『
静
岡
県
労
働
者
福
祉
運
動
小
史
（
改
定
版
）』、
八
六
頁
。

（
９
） 

二
〇
〇
六
年
以
降
、
公
益
法
人
改
革
が
進
め
ら
れ
、
静
岡
県
内
に
お
い
て
も
福
祉
事
業
団
体
の
統
合
・
再
編
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
財
団
法
人
静

岡
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
研
究
所
」
と
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」
は
、「
財
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
」
へ
統
合
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
に
「
公
益
財
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
」
が
誕
生
し
た
。
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第
二
章　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
（
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
）
の
設
立

第
一
節　

連
合
評
価
委
員
会
最
終
報
告
と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
構
想

一
九
九
〇
年
以
降
、
労
働
組
合
の
組
織
率
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
二
〇
％
を
割
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
早
房
長
治
に
よ
れ
ば
、
そ
の
主
な
理
由
は
二
つ
あ
る
と
い
う（

1
）。

第
一
は
、
日

本
の
就
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
派
遣
労
働
者
、
契
約
社
員
等
）
が
急
速
に
増
え
た
一
方
で
、
正

規
労
働
者
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
労
働
組
合
は
あ
く
ま
で
も
正
規
労
働
者
の
組
合

で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
日
本
の
経
済
構
造
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
労
働
組
合
の
構
造
改
革
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
連
合
自
身
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
い
だ
い
た
の
も
無
理
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
連
合
は
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
第
七
回
定
期
大
会
の
運
動
方
針
の
中
で
、
第
三
者
に
よ
る
「
評
価
委
員
会
」
の
設
置
を
打
ち
出
し
た
。

要
は
、「
労
働
組
合
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
検
討
す
る
た
め
、
外
部
有
識
者
か
ら
の
意
見
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た（

2
）。

こ
の
よ
う
な
取

組
み
に
対
し
て
、
連
合
内
部
に
お
い
て
反
対
の
意
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
の
連
合
会
長
・
笹
森
清
が
そ
の
よ
う
な
反
対
論
を

押
し
切
っ
て
、
こ
の
「
評
価
委
員
会
」
を
推
進
し
た
。

連
合
評
価
委
員
会
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
一
二
日
に
中
坊
公
平
座
長
が
、
笹
森
清
連
合
会
長
に
最
終
報
告
書
を
手
渡
し
、
一
連
の
検
討

作
業
を
終
え
た
。
こ
の
最
終
報
告
書
が
、
そ
の
後
の
各
地
域
に
お
け
る
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
設
置
に
関
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
評
価
委
員
会
で
は
、
外
部
有
識
者
に
よ
り
精
力
的
に
連
合
の
運
動
全
般
に
対
す
る
評
価
や
今
後
の
運
動
方
針
、
さ
ら
に
は
労
働
組

合
の
社
会
的
評
価
等
に
つ
い
て
二
〇
〇
二
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
一
二
月
の
最
終
答
申
提
出
ま
で
一
年
八
ヶ
月
の
間
検
討
を
進
め
た
。

こ
の
評
価
委
員
会
の
最
終
報
告
書
の
内
容
は
、
辛
口
で
は
あ
る
が
、
連
合
の
今
後
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
き
わ

め
て
高
い
評
価
が
下
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た（

3
）。

筆
者
自
身
も
こ
の
最
終
報
告
書
の
中
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
が
、
労
働
組
合

と
最
終
報
告
書
に
関
し
て
の
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

静
岡
県
内
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
構
想
が
本
格
的
に
検
討
の
俎
上
に
上
っ
た
の
は
、
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
第
四
一
回
定
期
総
会

（
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
、「
福
祉
事
業
団
体
間
に
お
け
る
相
談
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
た
め
に
協
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
行
う
」
こ
と
を
方
針
化
し
た
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
第
四
二
回
定
期
総
会
（
二
〇
〇
四
年
）
で
、
総
合
的
な
生
活
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に
、
県
内
福
祉
事
業
団
体
や
労
働
組
合
と
検
討
を
開
始
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
翌
二
〇
〇
五
年

の
第
四
三
回
定
期
総
会
議
案
書
（
六
月
一
〇
日
）
の
「
活
動
方
針
の
基
調
」
に
、「『
生
涯
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
を
県
下
に
設
置
す
る
活

動
を
中
心
に
生
活
相
談
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、
こ
の
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果

を
受
け
、
二
〇
〇
五
年
七
月
二
八
日
に
「
第
一
回
生
涯
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
」（
以
下
、
準
備
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
た（

4
）。

筆

者
は
、
こ
の
準
備
委
員
会
委
員
と
し
て
、
静
岡
県
内
で
の
Ｌ
Ｓ
Ｃ
構
想
の
実
現
に
向
け
た
検
討
の
場
に
参
画
し
た
。

こ
の
当
時
の
議
論
に
お
い
て
、
一
番
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
静
岡
県
内
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
運
動
の
成
果
を

も
と
に
、
こ
れ
か
ら
地
域
社
会
が
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
と
い
う
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
へ
の
対
応
を
い
か

に
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た（

5
）。

そ
こ
で
、「
生
涯
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
主
な
役
割
と
し
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
、
以
下
の

二
点
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
地
域
生
活
者
が
抱
え
る
日
常
生
活
上
の
諸
問
題
へ
の
対
応
、
②
定
年
退
職
者
等
の
生
き
が
い
つ
く
り
、
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と
い
っ
た
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
体
制
の
構
築
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
一
年
余
り
の
準
備
委
員
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
は
、
勤
労
者
ば
か
り
で
な
く
広
く
一
般
市
民
を
も
対

象
と
し
て
、「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」
と
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
を
支
援
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

二
〇
〇
六
年
九
月
二
五
日
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」
の
設
立
総
会
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た（

6
）。

そ
し
て
、
こ
の
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し

ず
お
か
の
初
代
会
長
に
筆
者
が
就
任
し
た
。

第
二
節　

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
組
織
特
性

（
１
）
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
基
本
理
念

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
を
運
営
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
組
織
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
焦
点
で
あ
っ
た
。

筆
者
を
は
じ
め
関
係
者
が
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と
は
、
連
合
評
価
委
員
会
の
最
終
報
告
の
内
容
で
あ
っ
た
。
報
告
の
中
の
「
改
革
の
課

題
・
目
標
」
に
お
い
て
、
五
番
目
に
「
新
し
い
協
力
と
連
帯
の
中
心
に
連
合
が
立
つ
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
体
と
し
て
の
労
働
運
動
」
と
い
う
項
目
の
中
に
、
労
働
団
体
が
設
立
す
る
「
社
会
的
組
織
」
と
し
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
素
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
三
点
を
挙
げ
て
お
く（

7
）。

①
「
市
民
的
参
画
と
社
会
変
革

の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
連
合
が
中
心
と
な
り
作
り
上
げ
る
こ
と
」。
②
「
連
合
は
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
国
に
張
り
巡
ら
せ
て
お

り
、
全
国
に
点
在
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
つ
な
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
中
心
と
な
る
こ
と
が
可
能
な
存
在
で
あ
る
」。
③
「
組
合
員

一
人
一
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
画
す
る
こ
と
」。
こ
れ
ら
三
点
は
今
後
の
連
合
の
刷
新
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
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が
労
働
団
体
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
会
長
と
し
て
の
筆
者
が
念
頭
に
お
い
た
こ
と
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
に
可
能
な
限
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
な
特
性
を
持
た
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
有
す
る
特
性
で
あ
る
、「
即
応
性
（
即
効
性
）」、「
柔
軟
性
」、「
先
駆
性
」、「
専
門
性
」、「
機
動
性
」、

「
創
造
性
」、「
当
事
者
性
」
を
最
大
限
生
か
し
た
組
織
に
し
、
労
働
界
に
新
風
を
送
り
込
む
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
準
備
委
員
会
の
中
で
は
、
将
来
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
も
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
任
意

団
体
と
し
て
出
発
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
数
年
後
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
定
款
等
の
作
成
も
行
い
、
設
立
総
会
を
迎

え
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
報
告
の
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
が
重
視
す
る
の
は
、「
市
民
的
参
画
と

社
会
変
革
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
労
働
界
に
特
有
の
既
存
の
形
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら

に
多
様
な
団
体
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
も
、
労
働
界
と
い
う
括
り
＝
境
界
を
超
え
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
模
索
す
る
と
い
う
こ
と

も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
筆
者
は
、
そ
の
点
に
労
働
界
が
主
体
と
な
っ
た
「
新
た
な
組
織
」
の
特
性
を
見
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
従
来
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
労
働
組
合
」
に
加
入
す
る
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
の
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、「
中

坊
委
員
会
」
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
以
後
、
労
働
界
の
向
か
う
方
向
が
変
化
し
た
。
つ
ま
り
、
労
働
界
の
社
会
へ
の
働
き
か
け
が
、
従
来
の
組

合
加
入
者
＝
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
中
心
の
方
針
か
ら
、
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
未
組
織
勤
労
者
や
市
民
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
連
合
の
地
域
協
議
会
の
整
備
や
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
設
立
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
静
岡
県
内

に
お
い
て
は
県
労
福
協
が
Ｌ
Ｓ
Ｃ
設
立
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
こ
に
労
働
界
を
主
体
と
し
て
「
新
た
な
社
会
的
組
織
」
構
築
の
側

面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



13

労働者福祉運動と社会的課題への対応（一）－「ライフサポートセンターしずおか」と「フードバンクふじのくに」の設立－

（
２
）
具
体
的
方
向
性

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
は
前
述
の
よ
う
な
組
織
理
念
の
も
と
に
、「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」
と
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
の
二
つ
を
具
体
的
活
動

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
三
つ
の
視
点
を
重
視
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
一
は
、
地
域
に
生
活
す
る
人
々
の
生
活
上
の
必
要
の
充
足
や
、
そ
れ
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
の
入
手
し
易
さ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と

で
あ
る
。
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
は
、
地
域
生
活
者
の
生
活
上
の
必
要
を
満
た
す
こ
と
に
主
な
関
心
を
注
ぎ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
を

構
築
す
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
た
。
第
二
は
、
生
活
の
場
に
存
在
す
る
地
域
の
諸
資
源
を
う
ま
く
活
用
し
、
様
々
な
境
遇

に
置
か
れ
て
い
る
人
々
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
地
域
の
環
境
を
生
み
出
す
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
必
要

に
応
じ
て
政
策
提
言
も
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
は
、
地
域
社
会
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
人
々
へ
の
対
応
も

視
野
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
社
会
的
包
摂
」
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
は
、
地
域
社
会
を
人
間
が
豊
か
に

生
活
す
る
「
場
」
と
し
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
の
視
点
と
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
＝
絆
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、「
居
場
所
」
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
も
視
野
に
置
い
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
視
点
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
が
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
つ
く
こ
と
を
意
識
し
た
。
そ
れ
が
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
戦
略
で
も
あ
っ
た
。
大
切
な
こ
と
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
が
人
や
諸
団
体
・

諸
機
関
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
媒
介
役
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
が
地
域
社
会
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
役
に
な
り
、
様
々
な
領
域
で
活
動
を
し
て
い
る
諸
団
体
・
諸
組
織
と
結
び
つ
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
は
、
県
労

福
協
が
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
設
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
県
労
福
協
は
も
と
よ
り
連
合
、
労
金
、
全
労
済
と
の
円
滑
な
関
係
性
を
構

築
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
「
消
費
生
活
」
を
切
り
口
と
し
て
地
域
社
会
で
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
コ
ー
プ
静
岡
、
県
内
各
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地
域
で
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
し
て
各
行
政
機
関
、
こ
れ
ら
と
の
連
携
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
労
働
界
が
主
体
で
あ
っ
て
も
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
が
包
摂
す
る
の
は
、
勤
労
者
や
一
般
市
民
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
戦
略
の
下
に
二
〇
〇
六
年
以
降
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
活
動
が
展
開
さ
れ
た（

8
）。

次
に
そ
の
成
果
を
記
し
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。

第
三
節　

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
成
果

（
１
）
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
組
織
構
造

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
は
二
〇
〇
六
年
九
月
二
五
日
に
設
立
さ
れ
た
が
、
実
際
の
事
業
は
同
年
一
〇
月
二
四
日
よ
り
開
始
さ
れ
た（

9
）。

本
部
を

静
岡
市
に
置
き
、
静
岡
県
下
三
拠
点
（
静
岡
市
、
沼
津
市
、
浜
松
市
）
に
オ
フ
ィ
ス
を
配
置
し
て
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七

年
二
月
に
藤
枝
サ
テ
ラ
イ
ト
（
現
し
だ
・
は
い
ば
ら
）
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
三
月
に
は
中
東
遠
サ
テ
ラ
イ
ト
を
磐
田
市
に

設
置
し
、
三
拠
点
二
サ
テ
ラ
イ
ト
で
事
業
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
と
の
一
体
化
が
め
ざ
さ
れ
、
二
〇
一
二

年
四
月
か
ら
、「
公
益
財
団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
」
の
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
部
」
と
し
て
新
た
な
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
し
て
、「
し
だ
・
は
い
ば
ら
」
や
「
中
東
遠
」
で
使
用
し
て
い
た
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
」
と
い
う
名
称
を
す
べ
て
「
事
務
所
」
に
統

一
し
た
（
以
後
、「
し
だ
・
は
い
ば
ら
事
務
所
」
及
び
「
中
東
遠
事
務
所
」）。
そ
し
て
、
同
年
一
一
月
か
ら
は
、
岳
南
地
域
の
拠
点
と
し
て

富
士
市
に
「
岳
南
事
務
所
」
を
開
設
し
、
現
在
、
静
岡
県
下
六
拠
点
で
勤
労
者
・
市
民
に
向
け
て
、「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」
や
「
生
き
が

い
づ
く
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
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（
２
）「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」
の
展
開

「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」
は
、
勤
労
者
や
市
民
が
生
活
上
か
か
え
る
問
題
の
相
談
窓
口

と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
従
来
、
市
町
と
い
っ
た
行
政
機
関
で
も
定
期
的
に
相

談
窓
口
が
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
使
い
づ

ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
で
は
、
こ
の
敷
居
を
な
る
べ
く
低

く
し
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
市
民
が
で
き
る
限
り
使
い
や
す
い
窓
口
を
提
供
す
る
こ
と

を
念
頭
に
、
可
能
な
範
囲
で
相
談
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
総
合
的
機
能
の
構
築
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
た
め
、
設
立
当
初
か
ら
め
ざ
さ
れ
た
の
は
、

静
岡
県
内
の
社
会
集
団
間
の
敷
居
を
超
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
あ
っ
た
。
活
動

の
当
初
は
知
名
度
も
低
か
っ
た
が
、
関
係
者
の
賢
明
な
努
力
に
よ
り
、
静
岡
、
浜
松
、

沼
津
の
三
地
域
を
拠
点
に
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
様
々
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
組
織
・
団
体
と
連
携
の
輪
を
結
び
、
そ
れ
を
広
げ
て
い
っ
た
。

た
だ
し
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
立
場
は
、
相
談
者
の
相
談
を
最
後
ま
で
解
決
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
解
決
に
最
も
効
果
的
な
組
織
・
団
体
へ
橋
渡
し
を
す
る
と
い
う

仲
介
的
機
能
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

対
応
す
る
に
は
、
地
域
社
会
が
備
え
て
い
る
社
会
的
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
必
要
が

あ
り
、
従
来
の
相
談
窓
口
は
そ
の
よ
う
な
資
源
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た

表－１　年度別相談件数（2006年10月～2016年１月末）

’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 総累計

西部 57 220 607 673 647 549 527 495 456 528 4,759

中東遠 ― ― ― 316 523 474 406 347 406 201 2,673

中部 45 144 380 405 331 297 263 283 236 220 2,604

しだ・
はいばら

8 41 111 102 93 78 87 67 89 103 779

東部 21 126 338 380 312 303 233 293 276 200 2,482

岳南 ― ― ― ― ― ― 101 194 175 112 582

計 131 531 1,436 1,876 1,906 1,701 1,616 1,679 1,638 1,364 12,514
出典：LSCしずおか資料



16

法政研究20巻４号（2016年）

と
い
う
背
景
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
は
地
域
の
社
会
的
資
源
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
資
源
と
密
接
な
関
係
性

を
構
築
す
る
と
共
に
、
相
談
者
に
と
っ
て
最
適
な
解
決
能
力
を
も
っ
た
組
織
・
団
体
を
提
案
し
、
相
談
者
が
自
ら
解
決
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
に
徹
し
た
。
そ
の
点
が
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
特
徴
で
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
相
談
を
通
じ
て
集
め
ら
れ
た
相
談
内
容
を
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
勤
労
者
・
市
民
が
か
か
え
る
生
活
上
の
ニ
ー
ズ
を

洗
い
出
し
、
そ
れ
を
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
活
動
の
二
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
結
び
つ
け
て
い
っ

た
。Ｌ

Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
発
足
以
来
、
こ
れ
ま
で
受
け
つ
け
た
相
談
件
数
は
合
計
一
万
二
千
件
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
表
―
１
に
示

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

表－２　相談内容
（2015.4－2016.1）

内容 件数

心の悩み 299

法律関係 241

家庭問題 110

借地借家・不動産 80

消費生活 74

環境関係 69

労働問題 61

融資・生活資金 53

医療・保険・補償 48

人間関係 37

税金関係 24

福祉・介護 24

友の会・LSC 18

就職関係 15

クレサラ 12

墓・葬儀 12

年金関係 12

子育て・教育 5

生きがい 3

NPO・ボランティア 2

資格取得 1

その他 164

計 1,364
出典：LSCしずおか資料
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（
３
）「
生
き
が
い
づ
く
り
」
活
動
の
展
開

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
発
足
当
初
の
活
動
は
、
前
述
の
相
談
活
動
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
翌
〇
七
年
度
か
ら
は
、
と
り
わ
け
退
職
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
に
焦
点
を
当
て
て
活
動
を
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、「
男
性
の
た
め
の
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」、「
ス
ー

パ
ー
主
夫
の
つ
ぶ
や
き
、
ぼ
や
き
」、「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
結
ぶ
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、「
デ
キ
ル
男
の
た
し
な
み
術
（
お

し
ゃ
れ
、
食
）」
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
シ
ニ
ア
向
け
の
講
座
で
あ
っ
た
が
、
一
般
市
民
向
け
の
講
座
と
し
て
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の

チ
ラ
シ
づ
く
り
」、「
春
休
み
親
子
お
こ
づ
か
い
教
室
」
と
い
っ
た
講
座
も
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
博
し
た
。

〇
八
年
度
か
ら
は
、
消
費
者
問
題
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
へ
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
は
認
知
症
予
防
の
領
域
ま
で
関
わ
り
の
幅
を
広
げ

た
。
以
後
、
着
実
に
勤
労
者
・
一
般
市
民
向
け
の
講
座
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
設
立
四
年
目
の
二
〇
一
〇
年

度
に
は
、
提
供
し
た
講
座
は
以
下
の
よ
う
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。「
親
子
お
こ
づ
か
い
教
室
（
四
回
）」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
と
影

（
三
回
）」、「
脳
い
き
い
き
講
座
（
一
〇
回
）」、「
今
か
ら
は
じ
め
る
老
い
支
度
（
四
回
シ
リ
ー
ズ
、
三
カ
所
）、「
支
え
る
人
の
ケ
ア
（
一
回
）」、

「
消
費
生
活
出
前
講
座
『
そ
れ
っ
て
詐
欺
よ
』」。
こ
れ
ら
の
講
座
は
、
相
談
活
動
の
中
で
得
ら
れ
た
、
市
民
生
活
が
抱
え
て
い
る
課
題
解
決

に
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
に
と
い
う
配
慮
の
も
と
に
メ
ニ
ュ
ー
化
が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
の
講
座
の
提
供
が

今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
一
二
年
度
か
ら
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
と
「
福
祉
基
金
協
会
」
と
の
一
体
化
が
図
ら
れ
、
福
祉
基
金

協
会
が
「
公
益
財
団
法
人
」
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
が
展
開
し
た
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
活
動
は
、
新
た
に
「
公
益
財

団
法
人
静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
」
の
「
ロ
ッ
キ
ー
カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座
」
と
し
て
、
装
い
も
新
た
に
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
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（
１
） 

早
房
長
治
『
恐
竜
の
道
を
辿
る
労
働
組
合
』
緑
風
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
四
頁
。

（
２
） 
評
価
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
七
名
で
あ
っ
た
（
肩
書
は
就
任
当
時
）。
中
坊
公
平
（
元
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長
、
座
長
）、
神
野
直
彦
（
東
京
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
教
授
、
副
座
長
）、
大
沢
真
理
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）、
寺
島
実
郎
（
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究
所

理
事
長
）、
早
房
長
治
（
地
球
市
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
工
房
代
表
）、
イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
（
社
団
法
人
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本

特
別
顧
問
）、
吉
永
み
ち
子
（
文
筆
家
）。

（
３
） 

最
終
報
告
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
１
、
危
機
の
状
況
、
２
、
改
革
に
向
け
て
の
視
点
と
方
向
性
―
労
働
運
動
の
あ
り
方
、
理
念
の
構
築
、
３
、

改
革
の
課
題
・
目
標
、
４
、
こ
の
提
言
を
い
か
す
た
め
に
。
特
に
、「
３
、
改
革
の
課
題
・
目
標
」
に
関
し
て
は
、
１ 

働
く
者
の
意
識
改
革
を
―
自
ら
の
本

質
を
問
い
直
す
、
２ 

企
業
別
組
合
主
義
か
ら
脱
却
し
、
す
べ
て
の
働
く
者
が
結
集
で
き
る
新
組
織
戦
略
を
、
３ 

働
く
側
の
視
点
か
ら
の
「
新
し
い
賃
金

論
」、
４ 

公
正
な
分
配
を
実
現
す
る
社
会
制
度
の
構
築
へ
の
参
加
を
、
５ 

新
し
い
協
力
と
連
帯
の
中
心
に
連
合
が
立
つ
、
と
い
う
項
目
で
あ
っ
た
。
Ｌ
Ｓ

Ｃ
の
設
立
に
関
わ
っ
て
は
、
５
の
記
述
が
極
め
て
示
唆
に
富
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
） 

生
涯
サ
ポ
ー
ト
準
備
委
員
会
（
通
称
七
人
委
員
会
）
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
七
名
で
あ
っ
た
（
肩
書
は
就
任
当
時
）。
石
川
両
一
（
龍
谷
大
学
経
済
学
部
教

授
、
座
長
）、
坂
本
光
司
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
）、
布
川
日
佐
史
（
静
岡
大
学
人
文
学
部
教
授
）、
日
詰
一
幸
（
静
岡
大
学
人
文
学
部
教
授
）、
小
野

裕
子
（
静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
）、
杉
本
彰
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
き
生
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）、
石
井
水
穂
（
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長
）。

（
５
） 

静
岡
県
内
に
お
い
て
、
労
働
者
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
労
働
者
福
祉
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
優
れ
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

（
６
） 

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
は
、「
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
」、「
連
合
静
岡
」、「
静
岡
県
労
働
金
庫
」、「
全
労
済
静
岡
県
本
部
」
の
四
団
体
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

が
、
設
立
に
あ
た
っ
て
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
た
の
は
、
静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
で
あ
っ
た
。

（
７
） 『
連
合
評
価
委
員
会　

最
終
報
告
書
』
二
〇
〇
三
年
、
一
五
頁
。
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（
８
） 

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
設
立
趣
旨
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

 
「
急
速
に
進
む
高
齢
化
や
少
子
化
問
題
、
ま
た
年
金
や
医
療
の
問
題
な
ど
勤
労
者
や
市
民
を
取
り
巻
く
環
境
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

　

こ
れ
ら
に
関
わ
る
対
策
を
政
府
に
要
望
す
る
と
共
に
、
私
た
ち
自
身
が
職
場
や
地
域
で
協
力
し
合
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
作
り
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

 

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
労
働
組
合
に
結
集
し
て
い
る
勤
労
者
を
中
心
に
し
た
現
在
の
活
動
に
加
え
て
、
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
は
じ
め
と
す
る
高

齢
者
や
、
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
勤
労
者
な
ど
も
含
み
、
広
く
市
民
を
も
対
象
に
し
て
暮
ら
し
全
般
に
亘
る
相
談
活
動
、
さ
ら
に
は
地
域
で
生

き
が
い
作
り
を
支
援
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
今
般
、
関
係
団
体
の
協
力
の
下
に
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
を
設
立
し
、
県
内
各
地
に
活
動
拠
点
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

　

私
た
ち
は
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
人
々
が
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
作
り
に
貢
献
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　

皆
さ
ん
の
協
力
の
下
で
豊
か
で
実
り
あ
る
二
一
世
紀
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

 

二
〇
〇
六
年
九
月
二
五
日　

 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
設
立
準
備
委
員
会
」

（
９
） 

Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
二
〇
〇
六
年
九
月
二
五
日
か
ら
一
一
年
九
月
ま
で
の
五
年
間
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、『
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
五
年
間
の
活

動
記
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
も
関
心
を
寄
せ
、
以
下
の
よ
う
な
文
献
に
紹
介
・
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
。
中
村
圭
介
『
地
域
を
繋
ぐ
』
二
〇
一
〇
年
、
第
一
書
林
、
一
六
一
―
一
六
三
頁
。
同
「
地
域
で
顔
が
見
え
る
労
働
組
合
運
動
へ
」『
講
座
・

現
代
の
社
会
政
策　

新
し
い
公
共
と
市
民
活
動
・
労
働
運
動
』
二
〇
一
一
年
、
明
石
書
店
、
一
八
八
―
一
八
九
頁
。
室
田
信
一
「
地
域
に
お
け
る
『
参
加
』
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の
入
口
―
相
談
援
助
機
能
―
」『
参
加
と
連
帯
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
―
人
間
ら
し
い
品
格
あ
る
社
会
へ
の
提
言
』
二
〇
一
〇
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
七
三

―
二
七
五
頁
。


